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第１回 北摂杉の子会 研修セミナーの様子

左下写真
受付をするジョブジョイントおおさか
のご利用者 右下写真

ガレット（焼菓子）の販売をするぷれいすBe
のご利用者

（左：浜口夏海さん　右：川上咲季さん）
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第1回　北摂杉の子会研修セミナー　報告

自閉症スペクトラム障がいのある人への
合理的配慮について

～ 各ライフステージにおける支援事例を通して ～

　当法人の新たな取り組みとして、平成26年7月
28・29日に高槻市生涯学習センター・多目的ホー
ルにて、第1回北摂杉の子会研修セミナーを開催し
ました。参加者は28日：185人・29日：192人。両日
とも200人近い方々にお越しいただき、近畿圏はも
ちろんのこと、北海道から九州まで全国各地から、
また、福祉事業所だけでなく、支援学校や大学、
保健所等々、障がいのある方々が関わる様 な々機
関の方々に参加いただけました。これは「地域に
生きる」を法人理念としている当法人にとって、大
変ありがたいことです。
　今回の研修セミナーの大きな柱は「合理的配慮」

（障害特性の理解に基づいた適切な支援と環境
の提供）です。このテーマを基に、各ライフステー
ジにおける支援の事例を通して、支援現場で活用
できる実践的な学びの提供させていただくことを狙
いとしました。
　初日は、セミナー全体の共通理解として、当法
人の大阪発達障害総合支援センター 新澤伸子
スーパーバイザーから「自閉症スペクトラムの特
性」についての講演からスタート。続いて、松上
利男常務理事より、障害者虐待防止の大きな課題
である、事業所におけるガバナンスのあり方を切り
口に、支援の質の向上についてお話しました。
　引き続き事例発表へ。幼児期の療育に関する
事例発表は、自閉症療育センターwill 新谷沙弥
香療育支援員よりなされ、子どもたちを取り巻く
様々な環境の中での統合的な支援が「合理的配
慮」であるという視点から、様々な連携を行った
取組みについて報告しました。研修相談支援室・
PASSO 大澤佳世子主任からは、中高生に関す
る事例。思春期に2次障害で苦しんだ際に、学校
や家庭との連携、そしてご本人への自己理解支援

を通して、周囲の本人理解、本人の自己理解が
進み自己選択できるようになるまでの軌跡を紹介しま
した。
　2日目は大学生の支援について、ジョブジョイント
おおさか -たかつきブランチ- 星明聡志所長の発
表からスタート。発達障害のある大学生にとって必
要な支援とはというテーマで、就労準備訓練・ソフ
トスキルを伸ばす支援等、今後求められる就労支
援についての報告を行いました。事例報告の最後
は、行動障害の理解と支援の実際と題して、当
法人の萩の杜・レジデンスなさはら・ジョブサイトひ
むろ・高槻地域生活総合支援センター ぷれいす
Be（以下 ぷれいすBe）の取り組みについての発
表。行動面の課題に対してどのように向き合い、
必要な支援をしていくかを、萩の杜 山根和史サー
ビス管理責任者・レジデンスなさはら 伊名岡宏
サービス管理責任者・ジョブサイトひむろ 湯岡麻
美支援員・ぷれいすBe 木戸貴之サービス管理責
任者が、各事業所での取り組みを紹介しながら報
告しました。
　最後に研修セミナー全体の締めくくりとして、大
阪府発達障がい者支援センターアクトおおさか 堀
内桂センター長より、現在アクトおおさかが大阪府
と進めている各ライフステージに応じた支援体制
の全体像についての報告があり、2日間の研修セミ
ナーは盛況のうちに終了しました。
　最後になりましたが、ご参加いただいた多くの
方々にこの紙面をおかりしまして、お礼を申し上げ
たいと思います。貴重なお時間を割いてご記入い
ただいたアンケートも、大いに参考になるご意見ば
かりでした。来年度以降もこの研修セミナーを継続
して開催したいと考えておりますので、貴重なご意
見を参考にさせていただきたいと存じます。
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様々なライフステージを知ることで、自分が支援してい
る人の過去～将来を見据えて現時点にあるべき支援の
形をイメージする大切さを改めて考えさせられた。

行動支援計画書が非常に興味深かった。

自己決定、自己選択と言われているが、まず、いかにし
て選択、決定をしてもらうのか、体験してもらうのかも
含めて支援のあり方について考えさせられた。

他のご利用者が虐待されている現場をみているご利用者
も、心理的虐待をうけているという言葉にハッときづか
されました。

支援の工夫や困難ケースに対して、専門性、実践力、
調整力、事業所ごとの強みを活かして連携されていた
のが伝わり、今後の法人の運営に参考とさせていただ
きたい。

普段はお聞きすることができない福祉事業所、施設の中
のお話（1日目の事業所のカバナンスの話）、様々な支
援体制があることを知り、生徒の状況を捉えて、支援を
上手に活用していくことが大切だと感じた。学校内です
べて解決しようとしてしまうので。

事例を多く聞かせていただけ、具体的なイメージをもつ
ことができた。発達障害者・児への支援を専門的にして
おられる方の話を聞けて、保健所としての役割を考えた
いと思った。

■ アンケートの抜粋

行動障害についての報告がとても参考になり、似たよう
なご利用者がいるので、要因・契機・遠因を考えて、安
心してもらえるようにしていきたいと思った。

就労, 児童, 入所,GH, 通所, 発達支援センターの取組み
を聞けたこと｢ 合理的配慮｣｢ 構造化｣｢ 要因・契機・遠
因｣ 等、キーワードに沿った一貫した考え方が、学び深
い機会となった。

大学生向けの就労支援はすばらしい取り組みでぜひ大き
く展開していって欲しい。

成人期の就労移行支援や自立支援の様子を知ること
で、学童期の支援の根拠や方向性の裏付けができてよ
かった。

受付がご利用者だったとは気づかなかったくらいに、しっ
かりと対応されていた。

資料やパワーポイントの文字が小さい。

失敗例などあれば参考になった。

セミナーの対象者を明確にするとよりニーズに合った内
容になるのでは。

発表ごと、あるいは全体を通して、質疑応答の時間があ
るとより内容が深まると思う。

具体的な支援方法の経緯が必要。

「～が増えた」「～が減った」を数値化されるとより分か
りやすい。

支援ツールの説明する、ジョイントおおさか 
-たかつきブランチ- 星明聡志 所長

写真で支援の様子を説明する、
ぷれいすBe 木戸貴之 サービス管理責任者所長
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　今回北摂杉の子会の機関誌「地域に生きる」の

掲載を依頼されたのは、公益財団法人の調査団と

してドイツとスペインの高齢・児童・障害の3部門

の調査に行っている時でした。貴法人の松上常務

理事より連絡があり、義理と人情を大切にしている

私は、なんとなく受けてしまい、今少し後悔してい

ます。（私などが書いてよいのかと?心に自問自答

しながら…でも何とか書いてみます。）

　私は、現在社会福祉の世界に身を寄せています

が、わずか7年前までは、厚生労働省に籍を置き

そのほとんどを神奈川のハローワークで過ごしまし

た。私と障害者との出会いは、今から16年ほど前

でした。人事異動で小田原のハローワークに転勤

になり当時は、やりたくもない障害者の部門に配属

されました。しかしながら、私は、何にでも興味を

示す性格ですから、障害者の就労について勉強を

しました。特に知的障害者の方が良く窓口に来て

いましたが、こちらの言っていることが理解できて

いるのかいないのか?わかりませんでした。そんな

時一人の女性の障害者との出会いが、私の今の始

まりかなと思い紹介させて頂きます。その女性仮に

A子さんと致しましょう。その方は、療育手帳で言

いますと中度の方で但し※場
ば め ん

面寡
かんもく

黙の方でした。そ

の方は、来所する時は、必ず、電話してくれます。

電話では会話できますが、窓口に来ると首を上下

か左右に振るだけでした。前の障害者の方の面談

が長くなっても1時間でも2時間でも待合の椅子

に座っていて決して、他の係員のところへ行かずに

私を待っていました。来所してから2か月が経過し

た頃のことですが、初めて、本当に小さい声で私に

「就職したい」と言いました。その時私は、障害者

にとって働くことってなんだろうと思いました。今ま

で公務員をやってきて自分の将来のことばかり考え

自分自身の働くこと、公務員になろうと決めた時の

初心の気持ちをすっかり忘れていました。その時に

何かのスイッチが入り、このように困っている人た

ちの為に自分たち公務員はいるのではないだろう

かと次第に考えるようになりました。

　厚生労働省のある外郭団体が以前行った調査

に皆さんは働きたいですかと言う事がありました。

社会福祉法人 足柄緑の会　常務理事　福
ふく おか

岡 新
しん

司
じ

さんより

“ 働くこと ”
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99%の方が、働きたいと回答しています。続いて

将来自分が暮らすのに十分なお金があったとして

も働きますか?の回答では、そのうちのほとんどの

方が、働きたいと言っています。この回答からもわ

かる様に人が働くのはお金の為だけではないことが

判ります。

　A子さんにしても場面寡黙で人と話をすることは

辛いことかもしれませんが、私に向かって小さな声

で「働きたい」と心の声で訴えたこと。障害者だっ

て健常者だって普通に働き、まさに人の役に立ちた

いのだと強く思います。障害福祉の世界では良く重

度の方は可哀そうだから働かなくてよいと考える人

もいることも事実です。でも、何も働く経験もない

障害者に、働くことの大変さ、苦しさもありますが、

そのことをやり遂げた達成感、充実感そして自分で

働いて得たお金で好きなものを買う喜び、このよう

な事ができるようにすることが私たち支援員の仕事

かな!などと考えています。

　神奈川県の生活保護費は単身で約11万円で

す。2 級 年 金（ 約 66,000 円 ）や 1 級 年 金（ 約

80,000円）との差があります。今、当法人では、

この差額分をうめるべく就労継続B型事業所では

プラスチック成形や公民館の清掃、農業などの事

業をおこない、生活介護事業所では珪藻土を使っ

た除湿効果、防臭効果があるものを作ったり、今後

は、子供の実験用のパラシュートを作成することな

どを行い、少しでも障害者の働く場の提供をして工

賃のアップを行えるように取り組みをしています。

また、法人の就労移行事業所では、まだまだです

が、年40%の一般企業への就職もしていますが、

本当は一般就労を希望するすべての障害者が、就

職し、継続できなければ意味がありません。

　そして、働く喜びを支援員が障害を持った人達に

伝えるのであれば、支援員そのものが幸せを感じ

ていなければなりません。

　最後になりますが、障害者が働くことそれは“当

たり前のこと”と言う日が来るまで私は走り続け

ます。

※場面寡黙
家庭などでは話すことができるのに、社会不安（社
会的状況における不安）のために、学校や幼稚園と
いったある特定の場面、状況では全く話すことがで
きなくなる現象を言う。
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～地域連携を考えて～
地域における包括的支援体制の構築をめざして

Ｑ．この地で洋菓子店をされて何年になられま
すか?

Ａ．もともと豊中のお菓子の卸問屋で勤めてお
り、その後昭和47年から十三のこの地で開
業しています。

Ｑ．洋菓子店を開業しようと思われたきっかけ
は?

Ａ．中学校を卒業してからパンと饅頭屋で修業
していましたが、これからはケーキを作る方
が良いのではないかと思い立ち、自分でバ
タークリームを使ったケーキなどを研究し
て、今の黄味ロールができました。

Ｑ．向かいにコロッケ屋ができたと知った時に
はどのように感じられましたか?

Ａ．とにかく商店街がにぎやかになるのは良い
ことだと思いました。

今回の十三地区地域連携は、ジョブサイトよどで製造していますコロッケの販売店舗
「よどのコロッケ」の向かいにありますケーキ屋さん「ホルン」の店主、山本真平
さんにインタビューをさせて頂きました。山本さんには、コロッケの注文等を通じて、
ジョブサイトよどのご利用者（特に店舗で働くKさん）と仲良くお付き合いさせて
いただいています。

Ｑ．「よどのコロッケ」は障害のある人たちが製
造しているという事を知って、どのように感
じられましたか?

Ａ．どんな障害であるとか、どこまでが障害なの
か分からなかったのですが、そういう人たち
がコロッケ屋をやることは良い事だなと感じ
ました。

Ｑ．店舗で清掃や販売などをして、ご利用者が
働いている姿を見て、どのように感じられ
ましたか?

Ａ．掃除も販売もできるんや、しっかり教えれば
何でもできるんや!という事が見ていてわか
りました。

Ｑ．段々と店舗のご利用者Kさんと関わるよう
になられたのはいつ頃からで、どんな風に
でしょうか?

Ａ．3年位前からかな。Kさんが休憩時に近くを
ブラブラしていたので、100円のを5個で
500円分コロッケを持って来てくれる?とお
願いしたのがきっかけです。それから、200
円の1個と100円のを3個と言葉で頼むと
うまくできなかったので、メモを渡すとちゃ
んとできました。次からはメモをとるように
なり、色々とできるようになるんやなと感心
しました。また、店に持って来てくれた時に
始めは中に入れなかったのが、今では中まホルンの山本真平さん
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で入り、ありがとうございましたと言って手
渡してくれます。

Ｑ．利用者Kさんとの関わりで、始めの頃と今
では何か気持ちの中で変化はありますか?

Ａ．人と人の付き合いができるようになったな。
今では、私以外の店の家族にも挨拶ができ
るし、「コロッケいるねんけど!」というとKさ
んから店の中に入って来てくれます。長い付
き合いの中で、Kさんもわかってくれるよう
になったし、もっと他の地元の人にも声をか
けていけば良いのではと思います。

Ｑ．地域の中でこのような障害のある人が働く
場があることに対してどのように思われま
すか?

Ａ．とても良いことだと思います。気さくに声を
かけていくことで繋がりがひろがるはずで
す。店舗前で他の団体さんも販売していま
すが、「よどのコロッケ」の店舗前をもっと賑
やかにしていくことで、人と人が接していく
機会が増え、障害のある人と地元の人たち
が繋がって行くのではないでしょうか。

山本真平さんとご利用者Kさん

ジョブサイトよどからホルンのおやっさん 山本 真平さまへ　

　店舗ができた5年3か月前よりお世話になっております。今回は気軽にインタビューにお答えいただ
き、本当にありがとうございます。「よどのコロッケ」のお向かいにあるケーキ屋さんという事でいつも気
さくに声をかけて頂き、ご利用者のみなさんも今ではすっかり顔なじみのホルンのおやっさんなどと呼ば
せて頂く間柄になりました。
　いつもコロッケのご注文をご利用者とコミュニケーションを取る機会にして頂き、とても感謝していま
す。ホルンはご家族で営んでおられ、黄味ロールで有名なお店であることは存じ上げていましたが、
お話を伺うまで、黄味ロールの美味しさに、そんなにも長い歴史があるとは知りませんでした。近年ロー
ルケーキが取り上げられることも多い中、黄味ロールはまさにその先駆けなのだと感動しています。
　これからもお向かいさん同士でお世話になることも多 あ々るかと思います。気さくにお声掛けして頂
き、ご利用者がリラックスして関われる存在として、今後も何卒よろしくお願いいたします。

■ホルン HORN

住所　〒532-0023
　　　大阪市淀川区十三東3-24-6
電話　06-6301-2070
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Ｑ．まず、楠目さんの簡単な自己紹介をお願い
します。

Ａ．私は高知県の出身で、7人兄弟の末っ子とし
て生まれました。実家は洋服屋を営んでいま
したが、戦後間もない状況もあり、子どもの
頃から農作業の手伝いをしていました。

	 成人して大阪に上京し、理容師の仕事をして
いました。その後、大阪市内の小学校で管理
作業員として定年までの32年間、勤務して
いました。

	 小学校の管理作業員の時に培った園芸や営
繕、簡単な木工作業等の経験が、今の仕事
にも活きてい
ると思います。

	 趣味は卓球で
す。社会人に
なってから始
めたのですが、
67歳になった
今でも、まだ成
長中と思って
続けています。

Ｑ．3年前に私どものような社会福祉法人にお
ける農園管理者の募集を見て、応募しようと
思われたきっかけは?

Ａ．求人広告を妻が見つけ、「障がいのある人た
ちの農園の仕事があるよ」と教えてくれまし
た。管理作業員時代にも小学校の支援学級
の生徒さんと関わっていたので、障がいのあ
る人たちに対する違和感や抵抗感は全く無
かったので、応募しました。

Ｑ．法人の印象をお聞かせください。
Ａ．ご利用者に対するスタッフ皆さんの対応に、

優しさと勤勉さと心遣いをすごく感じ、まさ
に「プロ集団」だと思いました。そしてスタッ
フがご利用者に対して、控えめに上から目線
でなく接しているのも、すごく良いなと感じ
ました。

Ｑ．初めてご利用者と接した時に、どのように感
じられましたか？

Ａ．障がいのある成人の方と初めて接しました
が、一番に感じたのはそれぞれに皆さん個性
があるということです。

	 「声掛けやサポートはどこまでして良いの
か」という疑問もありましたが、スタッフの皆
さんが親切に教えてくださいましたので、戸
惑うことはありませんでした。

Ｑ.ご利用者と一緒に活動して嬉しかったこと、
困ったことはありますか?

Ａ．ご利用者と一緒に農作物の収穫をした際、満
面の笑みで喜ばれた時や、「また来てね」と
声をかけた時に、返事をしてくれたりするの
が今では楽しみ
になっています。

	 困っていることは
特に無いですね。
畝を踏んでいっ
たり、横切ったり
して畝が崩れて
しまうこともあり
ますが（笑）

今回の高槻地区地域連携は、杉の子農園の管理をしながら、周辺地域の方 と々
共に、農作業を通して、ご利用者の地域での暮らしを支えて下さっている楠目 守
さんにインタビューを行ないました。

～地域連携を考えて～
地域における包括的支援体制の構築をめざして

杉の子農園管理者　楠目 守さん

ご利用者との収穫の様子
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Ｑ．法人でのこうした農園の取り組みをどう思わ
れますか?

Ａ．私自身、農作業に関してそれほど深く知らな
いこともあったのですが、法人として杉の子
農園プロジェクトがあり、農業経験豊富な杉
の子農園アドバイザーの指導の下、計画的
に会議を持ちながら、ご利用者やスタッフと
共に農園活動を進めているため、私も安心し
て従事しています。

Ｑ．農園に従事する中で、地域の方々との連携
で大切にされていることは?

Ａ．昔からですが、知っている人を見かけたら、
遠くでも必ず手をあげて自分から大声であ
いさつをしています。周囲の方とも冗談を言
い合ったりして打ち解け、本当に良くしても
らっています。人間関係で困っていることは
ありませんね。

	 栽培のワンポイントアドバイスやご自分が作
られた野菜を頂くこともあります。

	 ※菜園同好会の共有部分のお手伝いがある
時や、周囲の方が稲を刈るなど人手がいる
時には、率先してお手伝いするようにしてい
ます。高齢の方もいらっしゃるので、重いも
のや持ちにくいものを運ぶのも手伝ってい
ます。

	 私にとって「地域に生きる」とは、周りの人に
対して自分がどれだけ汗をかけるかだと思っ
ています。

	

Ｑ．ご利用者との農園活動で大切にされている
ことは?

Ａ．あまり意識せずに自然体で取り組んでいま
す。ご利用者と一緒に活動して、楽しんでい
ただく様子が見られたらそれで十分かな…
と。つまり、いかに楽しんで活動に参加して
いただくかを、大切にしていますね。

Ｑ．今後杉の子農園でやりたいことは?
Ａ．私の夢としては、果樹園を作りたいと思って

います。リンゴやナシなど、切るだけでご利
用者がそのまま採って食べられる物を栽培し
ていきたいですね。

	 小学校で働いていた時も果樹を植えていま
したので、学年ごとに、ミカン・キウイ・ビワ・
ブドウなど違う果実を採って、地域の人にも
配っていました。

Ｑ．最後に何か皆さんに対してメッセージを
Ａ．趣味の卓球をしながら、こうした自然の中で

働かせてもらって、すごく幸せです。
	 時々車でふらっと覗きに来られる方もいらっ

しゃいますので、ぜひご遠慮なさらず、これ
からも気軽に来て作物の成長を見てもらった
り、農園活動を一緒にしていただけたりして
もらえるとありがたいです。

　杉の子農園を始めて、3年目となりました。農
園管理者として楠目さんに巡り合い、地域の方
と肩ひじ張らないお付き合いや、農園の隣近所
の皆様と自然と助け合う環境の中で、気がつい
たら「連携」しているのが一番自然な「地域連携」
であると改めて感じさせられました。そして何よ
りも楠目さんが日々充実感を味わいながら農園
作業に前向きに取り組んで頂いている姿を実感
することが出来
たインタビュー
でした。
　写真撮影に
快く応じていた
だいた地域の
皆様、本当にあ
りがとうござい
ました。 地域の方々と談笑しながらの交流

※菜園同好会…杉の子農園を含めた一帯の地域で、
農園活動をされている方々の同好会

♦インタビュアー
小林 哲理（杉の子農園プロジェクトメンバー）

木戸 貴之（杉の子農園プロジェクトリーダー）
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（法人内表彰制度） 平成26年度
業務貢献表彰 優秀賞

杉の子農園プロジェクトにおける
2年間の取り組み

1. 杉の子農園立ち上げの経緯と目的
　平成21年頃より、ご利用者に身体を動かしてい
ただく日中活動の充実を目的として、野菜作りなど
の畑活動を導入したいと考え、平成21～22年にか
けて、何度か土地の候補地を探して検討を重ねて
きましたが、最終的な実現には結びつきませんでし
た。
　そんな中、平成24年4月に、当法人のグループ
ホーム「レジデンスなさはら」の地主様のご厚意
により、レジデンスなさはら近隣の農園の土地約45
坪をお借りすることができました。そしてその農地を

「杉の子農園」と名付け、平成24年5月より、法
人の高槻地区日中活動事業所であるジョブサイトひ
むろ、ぷれいすBe、萩の杜日中活動支援センター
ふれっとの各事業所が、それぞれの日中活動の一
環とするべく、“杉の子農園プロジェクト” を立ち上
げました。

　まず農園活動の目的を以下の通りに定めました。
◦事業種別に捉われず、全てのご利用者が楽し

める日中活動とする。

◦直接の栽培にはあまり関与できない、重症心

身障がいの方や重度の知的障がいのご利用

者であっても、土や緑を見る、土に触れる、

土を踏む、香りをかぐ…など自然に触れること

で、収穫する喜びや自然との一体感を感じて

もらう。

◦新しい生産活動の可能性を模索する。

　
2. 杉の子農園での活動について
　杉の子農園の本格的な活動時期を、秋・冬野
菜を植える平成24年9月初旬頃に定め、5～9月初
旬の約4ヶ月間で農園活動の環境整備や農機具等
の準備、農園管理職員の募集などを、プロジェクト
メンバーによる会議で進めていきました。
　プロジェクトメンバーには、各事業所の職員1～2
名を事業所の代表として選出。農業経験豊富な杉
の子農園アドバイザーである当法人副理事長の指
導の下、定期的な会議を開催すると同時に、4月
末より先行的に作付けをしたスイカやカボチャ、ジャ
ガイモ、サツマイモなどへの水やりや農園全体の
草抜きを各事業所で担当曜日を決め、ご利用者の
日中活動の一環として行なってきました。
　この杉の子農園の管理・運営活動は、当初より
法人内で完結させることなく、杉の子農園周辺一
帯の畑を管理していただいている運営管理者であ
る岩元様を始め、地域の方々にもご協力とご指導
をいただきながら、行なっています。そして平成24
年8月には農園管理職員を法人職員として迎え、
杉の子農園全般の細かな管理をしています。

杉の子農園 プロジェクトリーダー・介護福祉士　木
き

　戸
ど

　貴
たか

　之
ゆき
　

高槻地域生活総合支援センターぷれいすBe 副施設長

杉の子農園の看板



第 59 号　地域に生きる　11

　平成24年度は1年目ということもあり、農園の環
境面の整備に力を入れていきました。6月末にはイ
ノシシなどから守るための柵作りを、岩元様や各事
業所からの有志で14名の保護者と共に行ないまし
た。また8月下旬には、再び地域の方や各事業所
の保護者19名と共に、杉の子農園のうね作りを行
ないました。うね作りでは暑い中多くの保護者に来
ていただき、また地域の方々からは土の搬入の手
配、うね作りの際の農機具の貸し出しなどのご協力
をいただきました。
　12月には、アートセラピーの専門家の指導により、
萩の杜日中活動支援センターふれっとのご利用者
全員が杉の子農園の看板と、かかし3体を設置す
るなど、農作業以外でも日中活動の充実につなげ
ていきました。
　1年目で環境の整備はある程度出来ましたので、
2年目の平成25年度は、実際にご利用者と共に農
園活動に参加している各事業所の職員を中心とし
た実務者メンバーを選定し、杉の子農園における
ご利用者の活動の充実を検討する定期的な杉の
子農園実務者会議を開催しました。

3. 収穫祭について
　杉の子農園でのこ
うした2年間の活動
の中で、収穫や植
付けに参加されたご
利用者は本当に楽し
そうに活動されてお
り、室内ではなかな

か活動に乗り切れなくても、収穫や植付けの時には
活き活きと活動されている姿を見せて下さる時もあり
ます。
　こうした収穫の喜びなどを、地域の方やご利用
者、職員、ご家族など皆で共有するため、平成
24年12月12日（水）に、第1回杉の子農園収穫祭
を開催いたしました。第1回目となるこの収穫祭に
は、前述の方 な々ど総勢143名に来ていただき、に
ぎやかに開催することが出来ました。
　平成25年度は、前日に延期を余儀なくされました
が、12月4日（水）に第2回杉の子農園収穫祭を
開催し、約130名の来場者を迎えることが出来まし
た。
　収穫祭は、法人として初めて高槻市内の各事業
所の枠を超えた保護者の皆様の積極的なご参加を
得ながら、法人理念である「地域に生きる」の実
践モデルの一つとして、職員や保護者も含めた地
域の方 と々の交流、コミュニティの場としての機能も
果たしており、今後も継続し更に充実した収穫祭と
して発展・定着させていきたいと考えています。

4. 最後に
　杉の子農園での活動も3年目に入り、農園での
活動を通して、多くのご利用者が土にさわり、収穫
や植付けをする楽しさに触れました。皆さんのとて
も良い表情が見られ、地域の方とご利用者も自然
と関わっている場面に出会うと、まさに「地域に生
きる」を実感いたします。
　杉の子農園での活動を開始するにあたっては、
前述の杉の子農園の土地を快く貸与していただい楽しい収穫

保護者の皆さんとのうね作り

収穫祭　新鮮な野菜をいただきます
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ている地主様と農園全般の運営管理者である岩
元様に巡り合うことが出来、更には法人の事業内
容と真摯に取り組んでいる姿勢に常日頃から共感し
ていただいており、併せてご協力・ご支援を頂戴
しておりますことを改めて感謝し、紙面をお借りし
て、厚く御礼申し上げます。
　今後も地域の方々、ご家族、ご利用者、職員
の皆さんとの触れ合いを大切に、より充実したご利
用者の日中活動の一つとしての機能を果たせる活
動にしていきます。そして「地域に生きる」という
法人理念を、杉の子農園での活動を通した地域
の方 と々の自然な触れ合いを更に深め、成熟させ
ていきたいと思います。

保護者の皆様と記念写真

岩元様と農園管理者の楠目さん



第 59 号　地域に生きる　13

（法人内表彰制度） 平成26年度
業務貢献表彰 優秀賞

発達障害学生のためのインターンプログラムの
実施について

【はじめに】
　ジョブジョイントおおさかでは、自閉症スペクトラム
障害のある人の強みや興味関心を生かし、職場の
一員として役割を果たせるようできる限り自立して働
くことを目的に就労への支援を行っています。ご利
用者の多くは、高等教育機関を卒業（あるいは退
学）後、うまく就職につながらず結果として行き先
がない状態で在宅生活を余儀なくされてきた経過
があります。そういった状態から就労を目指すとなる
と、社会との接点がほとんどない状況からのスター
トになるため、就労までの時間が長期化してしまい
ます。この課題を解決するために、高等教育機関
在学中から将来の就労に向けたキャリア支援のきっ
かけをつくるべく、発達障害のある大学生を対象と
したインターンプログラムを企画・実施してきました。
その取り組みについてご紹介いたします。

【主な取り組み内容】
　平成24年度、厚生労働省「セーフティーネット支
援対策等事業（社会福祉推進事業分）」を受託
し、株式会社インサイトとの協働により高等教育機関

（大学）における発達障害学生の（１）実態調査と、
（２）インターンプログラム（企業での職場体験）を
実施しました。実施の内容は下記の通りです。

（１）発達障害学生の取り巻く環境と課題を把握
するために、高等教育機関（大学）におけ
る発達障害学生の実態調査（1,310大学対

象、259件回収、回収率19.8％）を実施。
①実態調査の結果
　就職活動期におけるハードルはとても高く、休・

退学率は約10％、就職率は約30％。
②就職への課題
◦直接的な就職先がほとんどない（企業に理解さ

れにくい）。
◦在職中または卒業後に就労準備性や自己理解を

高める訓練の場がない。
◦障害特性を理解し、大学生を支える支援機関
（仕組み）がない。

◦就職ができない（失敗）経験が積み重なり、自
己肯定感が低下、二次障害を発症するケースも
少なくない。
③大学の課題
◦発達障害についての専門知識がない。
◦企業開拓や就職支援の方法についても悩んでい

る。
④企業の課題
◦発達障害のある学生がどのような業務ができるか

分からない
◦受入れ体制や雇用管理上のシステムが整ってい

ない。

（２）長期休み（夏・春）を利用した「発達障害
学生のためのインターンプログラム」の実施

①プログラムのねらい
　発達障害のある学生は、就職に向けての就労

ジョブジョイントおおさか
ジョブジョイントおおさか -たかつきブランチ- 所長

社会福祉士・保育士　星
ほし

　明
あき

　聡
さと

　志
し
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準備性や自己理解が低く、就職へのハードルは
かなり高いです。学生自身が「働ける」と思っ
ていても、企業からは「働けない」状態である
ことが多く、学生と企業の双方での「働く状態
像」にかなりのギャップがあります。このギャップ
を少しでも埋めるために下記のねらいのもとにプ
ログラムを実施運営しました。（図１）

◦企業の中で働く体験をし、就労へのイメージを広
げる。

◦企業の中で成功体験を積む。
◦企業から現在の学生の課題をフィードバックしても

らう。
②実績と参加費
◦平成24年度は、夏と春の計2回、平成25年度は

夏・秋・春の計3回を実施
　参加学生（延べ）は91名、参加企業（延べ）

は65社
◦平成24年度は、厚労省の研究事業として実施し

たため参加費無料
　平成25年度は、夏・秋は３万円、春は５万円

で有料での実施
③実施の流れ
　大学向けに参加者募集→参加者決定→参加者

向けガイダンス→事前プログラム（本人・家族と
の面談、作業体験、ビジネスマナー講座）→イ

ンターン先マッチング→合同ガイダンス（企業と
学生の顔合わせ）→インターン（５日間）→ふり
かえり面談
④実施上のポイント
◦共通の評価表
　学生・企業・支援者の3者が共通項目で評価を

する「評価表」を作成。これにより、学生の自
己評価と企業側の評価の点数に差（ギャップ）
が出ることが多く、学生にとって「就労すること
を前提とした」課題点と、現時点でできているこ
とや自分の強みを明確にすることができました。

◦ふりかえり面談
　本人を中心とし、家族・大学担当者（場合によっ

ては支援機関を含め）、インターン終了後にふり
かえり面談を実施。これにより、インターン全体
の様子やよかった点・課題点の共有と今後の進
路について関係者全員で検討をすることができま
した。

【成果】
　上記のようなインターンプログラムを実施したこと
で、学生、企業、大学のそれぞれの立場での成
果が明確となりました。詳細は下記の通りです。
（１）学生側の成果
　実社会（企業）でインターンをすることで、うまく

【 図１ 】

GAPを
埋める
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できたことが成功体験となり、自己肯定感が高ま
り、就労へのイメージが広がり就職活動に向け
た課題が明確に。また、リピーターの参加者は
次への意欲が高まり、支援の量が減り、本人の
力・気づき⇒チャレンジの量が増えていきました。

（図２）

（２）企業側の成果
　インターンを受け入れたことで発達障害のある人

の仕事ぶりを見ることができ、将来的な雇用につ
いて前向きに検討するきっかけにつながりました。

（３）大学側の成果
　企業からの客観的な評価と支援者からの専門的

な助言により、大学生活における今後の支援に
見通しがつき、支援機関との連携も密になり、
進路についても相談することができるようになりま
した。

【今後に向けて】
　今年度より、株式会社インサイトが新しく立ち上
げた株式会社エンカレッジもこの大学生への事業
に加わりました。（図３）が示すように新たな大学
生サービスとして「en+jointクラブ」を３社で立
ち上げ、１年ソーシャルクラブやインターンシップ等
を通して発達障害のある学生を専門的にサポート
できるよう、実施運営に努めています。
　今後も発達障害のある学生・大学・企業に対し
て支援サービスを提供していくことで、一人でも多
くの社会参加が進むことを切に願い、課題解決の
一助となるよう努めていきたいと思います。

【 図２ 】

en+joint
クラブ

インターン
在学中の
支援

就職 雇用 en+joint
クラブ

インターン 啓発

企業大学

インターンの
継続実施

就労支援機関
（ＪＪ、エンカレッジ）

での受入

学内・学外での
講座実施

（就活支援等）

インターンの
継続実施

企業向けセミ
ナー、勉強会

の開催

企業の戦略
的障害者雇

用支援

教職員、保護
者、支援者
向け研修

発達障害の
就職支援

研究会の開催

【 図３ 】
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 高槻市長がぷれいすBeを訪問

　平成26年8月8日（金）濱田剛史 高槻市長が、
当法人の高槻地域生活総合支援センターぷれい
すBe（以下 ぷれいすBe）を訪問されました。ぷ
れいすBeは、多機能型施設で様々なサービスを
展開していますが、視察されたのは重症心身障害
者の方への支援現場（生活介護事業）、クリーニ
ング作業（就労継続B 型事業）、当法人の独自
製品であるガレット（焼菓子）の製造現場です。
　ぷれいすBeの下裕幸 施設長から、重症心身
障害者の方への支援に関する説明があり、医療
的ケアの重要性に関して、熱心に耳を傾けておら
れました。また、車イスからリフトを使ってご利用者
を浴槽へ移す支援の方法、入浴介助用の設備な
どに深い関心をよせられて、支援の安全性の重要
さにさらに理解を深められたようです。

　次のクリーニング作業場では、ご利用者の手際
よさに感心され、支援学校を卒業したばかりの方
がテキパキと仕事をこなしているようすに驚かれて
いました。ガレット製造現場では、支援員とご利用
者が同じ作業着を着ているので、どちらが支援員
なのかわからないような印象を持たれたようです。
　最後に、市長が関心を持たれている農業と福祉
の連携についての資料をお渡しし、視察は終了と
なりました。

　最後になりましたが、お忙しいなか視察においで
くださった濱田剛史 高槻市長に深く感謝を申し上
げます。これまで、重症心身障害者の支援現場
をご覧になる機会はあまりなかったかと思いますの
で、医療的ケアの重要性や安全性を重視した支
援の現状を実際にお見せできたことは、当法人に
とって本当に有益でした。今回の視察によって、
今後の高槻市の福祉行政が更に充実したものにな
ることを願っております。

クリーニング作業場

入浴介助用設備
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掲載ページ 内　　　　　　　容

各施設のご案内 an 新聞・will 新聞・Link 新聞掲載

お知らせ
自閉症療育センターLink　療育事業説明会のご案内

自閉症療育センターwill　療育事業説明会のご案内

後援会 内容改編

イベント・講座案内
アクトおおさか　ペアレンタル・メンター養成事業／事前研修（公開講座）のお知らせ

第1回 北摂杉の子会研修セミナー 開催

虐待防止委員会
広報誌

広報紙「はなみずき」掲載

よどのコロッケ イベント販売&お知らせ

Café Be
ランチメニュー更新

Café Be ミュージック・ディ情報更新

北摂杉の子会のホームページ（http://www.suginokokai.com）では、
様々な法人の活動や情報提供をリアルタイムで掲載しております。
過去3ヶ月のホームページ更新状況をお知らせいたします。
ホームページでは、機関誌のバックナンバーもご覧いただけます。
ご興味のある方は『北摂杉の子会』で検索して、ぜひアクセスして
ご覧ください!

北摂杉の子会のホームページ　更新情報
（平成26年6月～平成26年8月）
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（平成26年6月から平成26年8月まで）

法人本部総務部 掲示板

掲示板コーナー

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
9日 経営会議

10・30日 運営会議
15・16日 平成27年度採用　筆記試験（法人本部会議室）

19日 平成27年度採用　一次面接（法人本部会議室）
24日 新入職者研修（法人本部会議室）　労務管理・人事考課・予算等について
27日 虐待防止委員会

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
3日 平成27年度採用　二次面接（法人本部会議室）
7日 経営会議

11・25日 運営会議
10日 平成26年度　採用一次面接（法人本部会議室）
19日 第1回北摂杉の子会研修セミナー（高槻市立生涯学習センター 多目的ホール）

自閉症スペクトラム障がいのある人への合理的配慮について
～各ライフステージにおける支援事例を通して～

31日 総務会議

8月 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事
4日 経営会議

8・22日 運営会議
20日 法人後援会役員会（法人本部会議室）

 ・後援会の現状報告（会員数、収支など）
 ・前回定例役員会での決定事項の進捗状況
 ・その他

22日 虐待防止委員会
25日 自閉症啓発デー会議（法人本部会議室）
26日 新入職者研修（法人本部会議室）　法人設立の経緯　中村節史理事長

（河辺　記）

新入職者研修
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萩 の 杜 掲 示 板

（山根　記）　

　今年度、萩の杜の旅行は、ご利用者に普段と違う活動に取り組みながら自然を楽しんで
もらいたいという思いもあり「自然満喫旅行」として、７月７日には日帰り、７月30日～31
日は１泊で和泉青少年自然の家に行ってきました。大自然の中、川遊びやバーベキュー、
キャンプファイヤーなどを楽しみました。
　楽しそうに川で遊ぶご利用者の笑顔や、意外（？）な料理の腕前に支援員が驚く場面、シー
ツにこだわりのあるご利用者さんがキレイにシーツを畳んだ後の満足そうな表情など普段と
違う環境で新しい活動にチャレンジすることで、新しい発見がたくさん見つかった旅行でした。

萩の杜　自然満喫旅行

川遊び&
　　魚つかみ

キャンプファイヤーを囲んでみん
なで、歌を歌いました！
歌ったのは「にじ」と「幸せな
ら手を叩こう」。

バーベキュー&カレーライス作り
みんなで分担して調理しました。

最後はしっかり
後片付け
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（中原　記）

ジョブサイトひむろ 掲示板

❖ 祝日プログラム ❖
7月21日　プラ板作り

♣ 陶芸レクリエーション ♣
7月28日　太郎茶屋 鎌倉

▪ 折りコンレクリエーション ▪
7月10日　京都タワー

刈り草集め 刈り草 成果

樫田農園にて農作業を頑張っています!!

❖ そうぞう4レクリエーション ❖
7月７日　阪急正雀駅

（6～8月のレクリエーション・行事）
6～8月の外出時や作業風景の写真を掲載しています。
今期は各グループのレクリエーションに加え、祝日に行っているプログラムや、
野外での作業の様子です。

◦ 陶芸レクリエーション ◦
　　　　　8月２０日

草抜き
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大阪府発達障がい者支援センター アクトおおさか

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
6～7日 発達障害者支援センター全国連絡協議会

9日 大阪府ペアレントサポート事業　ペアレント・トレーニング基礎研修
12日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（家庭教育支援チーム）

門真市・寝屋川市　訪問
13日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（家庭教育支援チーム）

泉大津市　訪問
相談支援従事者現場会議

16日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（家庭教育支援チーム）
柏原市　訪問

18日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（家庭教育支援チーム）
茨木市　訪問

19日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（家庭教育支援チーム）
交野市　訪問

20日 大阪府発達障害団体ネットワーク会
23日 家族グループ1回目

発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（家庭教育支援チーム） 
東大阪市　訪問

26日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（家庭教育支援チーム） 
貝塚市・泉南市　訪問

27日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（家庭教育支援チーム）
河内長野市　訪問
虐待防止委員会

７月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
1日 大阪府ペアレントサポート事業

ペアレント・メンター養成研修　事前研修
2日 大阪府体制整備委員会
7日 大阪府ペアレントサポート事業

ペアレント・トレーニング　インストラクター養成研修（1回目）
10日 大阪障害者職業センター　発達障がい者就労支援部会
14日 大阪府ペアレントサポート事業

ペアレント・トレーニング　インストラクター養成研修（2回目）
15日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（家庭教育支援チーム）

事例検討（門真市）
16日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（施設）

四条畷：さつき／寝屋川市：地域生活支援センターあおぞら
18日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（施設）

東大阪市：はっぴぃプラザ、オラシオン相談支援センター
22日 講師派遣：阿武野中学校職員研修
24日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（家庭教育支援チーム）

事例検討（寝屋川市）
発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（施設）
八尾市：のびやか

25日 第1回　大阪府発達障がい者支援センター連絡協議会
28日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（施設）

茨木市：地域活動支援センター菜の花、相談支援センターあいあい、
　　　　いばらき自立支援センターぽぽんがぽん

29日 講師派遣：第1回　北摂杉の子会研修セミナー
30日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（施設）

阪南市：りあん／和泉市：フレンドリーハウス、基幹相談支援センター
31日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（施設） 

枚方市：枚方市障害者事業協会わお、障害者地域活動スペースSORA
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8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
1日 法人相談支援従事者「ソーシャルワーク研修」1回目
４日 発達障がい者支援コーディネーター派遣事業（家庭教育支援チーム）

基礎研修（泉南市）
5日 十三杉の子ビル合同防火訓練
7日 講師派遣：大阪府民生委員会副会長研修
8日 大阪府体制整備委員会　乳幼児部会

地域ネットワーク強化事業
「成人期発達障がい者地域支援ネットワーク会」1回目

11日 家族グループ2回目
24～25日 大阪府ペアレントサポート事業

ペアレント・メンター養成研修　ベーシック研修
27日 南河内南障害者就業・生活支援センター　交流会
29日 アクトおおさか主催研修「基礎講座」

大阪府体制整備委員会　成人部会
（堀内　記）

ペアレント・メンター養成研修

ペアレント・トレーニング　インストラクター養成研修

事前研修 ベーシック研修
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6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
2日 大阪府気づき支援人材育成事業　保育士・幼稚園教諭合同講座
6日 高槻市ペアサポート学校巡回指導１回目、和泉市学校巡回指導３回目
9日 摂津市小学校巡回指導２回目、豊能町中学校ＳＶ研修、自己理解支援講座①

11日 大阪府　気づき支援人材育成事業　幼稚園教諭研修
13日 高槻市ぺアサポート学校巡回指導２回目、泉大津市学校巡回指導１回目、

和泉市学校巡回指導4回目
16日 摂津市特別支援教育連続講座２回目
20日 高槻市ペアサポート３回目　高槻市特別支援教育連続講座２回目
26日 ジョブサイトよど　救急法講習会参加
30日 思春期講座②

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
4日 摂津市特別支援教育連続講座３回目
7日 自己理解支援講座②

19日 法人研修
24日 泉北高等支援学校　校内研修
25日 高槻市立樫田小学校　校内研修

27～28日 第１回北摂杉の子研修セミナー

8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
5日 十三杉の子ビル　合同防災訓練（火災）
6日 大阪府気づき支援人材育成事業　幼稚園教諭研修
8日 摂津市支援教育担当者　テーマ別実技研修

21～22日 高槻市支援教育担当者　トレーニングセミナー
25日 高槻市立芝谷中学校校内研修、島本町支援教育研究協議会SV研修
28日 高槻市立第八中学校校内研修

（大澤　記）

児童発達支援部 掲示板

○研修相談支援室・PASSO

〈PASSO中高生が6名、JJに職場体験実習をさせていただきました！〉

オフィスワークで
名刺作成を経験！

緊張するな・・



24　第 59 号　地域に生きる

○児童デイサービスセンターan
6月 行　　　　　　事
3日 保護者研修実践（第２回）

4～　
20日 前期個別の支援計画作成面談

27日 保護者研修実践交流会（第２回）

7月 行　　　　　　事
1日 保護者研修実践（第３回）

11日 保護者研修入門Ｂグループ（第３回）
15日 保護者研修入門Ａグループ（第３回）
19日 法人研修

8月 行　　　　　　事
8日 内部研修

12～　
15日 夏季休暇

○自閉症療育センターwill
6月 行　　　　　　事

4～　
13日 前期個別の支援計画作成面談

13日 保護者研修Aグループ（第２回）
20日 保護者研修Bグループ（第２回）
27日 育成事業　施設見学会

7月 行　　　　　　事
4日 保護者研修Bグループ（第３回）

11日 保護者研修Aグループ（第３回）
19日 法人研修

8月 行　　　　　　事
8日 内部研修

12～　
15日 夏季休暇

○自閉症療育センターLink
6月 行　　　　　　事

3～　
13日 前期個別の支援計画作成面談

20日 保護者研修Bグループ（第２回）
27日 保護者研修Aグループ（第２回）

7月 行　　　　　　事
4日 保護者研修Bグループ（第３回）

11日 保護者研修Aグループ（第３回）
14日 実践交流会（第２回）
19日 法人研修

8月 行　　　　　　事
8日 内部研修

12～　
15日 夏季休暇

（谷岡　記）

＜内部研修の様子＞
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ジョブサイトよど 掲示板

6月 行　　　　　　事
2・9・
16・

23日
選択プログラム　ウォーキング

3・
17日 選択プログラム　エアロビ

6日 選択プログラム　カラオケ
十三中学校コロッケ外販

12・
24日 選択プログラム　サッカー

12日 ミディーマルシェコロッケ外販
13日 十三市コロッケ外販
18日 選択プログラム　陶芸
19日 選択プログラム　ドライブ
20日 選択プログラム　乗り物
25日 淀川コロッケ予約販売
26日 職員研修　救急法

健志整骨院前コロッケ外販
豊中コロッケ予約販売

27日 選択プログラム　料理
指導センター前コロッケ外販

30日 選択プログラム　絵画
平野コロッケ予約販売

7月 行　　　　　　事
1・

15・
29日

選択プログラム　エアロビ

3日 ミディーマルシェコロッケ外販
4日 選択プログラム　カラオケ

十三中学校コロッケ外販
7・

14・
28日

選択プログラム　ドライブ

8・
22日 選択プログラム　陶芸

8日 選択プログラム　サッカー

9・
23日 選択プログラム　絵画

9日 健康診断
12日 豊中支援学校コロッケ外販
16・
30日 選択プログラム　プール

18日 選択プログラム　乗り物
22日 淀川コロッケ予約販売
23～
25日 よどのコロッケ5周年記念セール

24日 B.B.マルシェコロッケ外販
25日 選択プログラム　料理

指導センター前コロッケ外販
28日 平野コロッケ予約販売
31日 豊中コロッケ予約販売

8月 行　　　　　　事
1日 選択プログラム　カラオケ
2日 長居夏祭りコロッケ外販
4・

11・
18・
25日

選択プログラム　ドライブ

5・
12・
26日

選択プログラム　陶芸

6・
20日 選択プログラム　プール

7日 夕涼みマルシェコロッケ外販
8日 選択プログラム　サッカー

12日 ご利用者慰労会
19日 選択プログラム　エアロビ
21日 平野コロッケ予約販売
22日 選択プログラム　乗り物
27日 淀川コロッケ予約販売
28日 豊中コロッケ予約販売
29日 選択プログラム　料理

（田端　記）

＜選択プログラム＞

ウォーキング サッカー カラオケ 陶芸 プール
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ぷれいすBe 掲示板

6月 行　　　　　　事
8日 カトリック高槻教会にてガレットの販売

21日 土曜開所日（利用者健康診断）
見学：2件6名

7月 行　　　　　　事
11日 茨木支援学校より体験実習1名受け入れ
13日 カトリック高槻教会にてガレットの販売
15日 梅花女子大学にてガレットの販売
25日 龍谷大学短期大学部より実習生1名受け入れ

（8/7まで）
28日 北摂杉の子会研修セミナーにてガレットの販売

（7/29まで）
31日 高槻支援学校より体験実習1名受け入れ

（8/1まで）
見学：5件45名

8月 行　　　　　　事
1日 ボランティア（中学生）5名受け入れ
4日 利用者内科健診
7日 高槻支援学校より体験実習1名受け入れ
9日 土曜開所日

10日 カトリック高槻教会にてガレットの販売
11日 ボランティア（大学生）1名受け入れ
13日 夏期休暇（～17日まで）
19日 高槻支援学校より体験実習2名受け入れ

（8/20まで）
ボランティア（高校生）1名受け入れ

29日 龍谷大学短期大学部より実習生1名受け入れ
（9/11まで）

30日 ボランティア（社会人）1名受け入れ
見学：6件32名

（下　記）

アロマセラピー ホットケーキ作り

プールレクリエーション

フルーチェ作り白玉作り

スイカ割り
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ジョブジョイントおおさか -たかつきブランチ- 掲示板

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
9日 事業所見学会（十三）

21日 en+jointクラブ：ビジネススキル講座（発達障害学生向けサービス）
23日 事業所見学会（高槻）
24日 会社見学会（コクヨKハート）
28日 en+jointクラブ：インターンシップ学生ガイダンス

　　　　　　　　 （発達障害学生向けサービス）

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
7～18日 第1四半期実施報告・第2四半期支援計画懇談

14日 事業所見学会（十三）
26日 ジョブジョイントおおさかOBの会（就職者向けソーシャルクラブ）
28日 事業所見学会（高槻）

8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
4日 事業所見学会（十三）
5日 会社見学会（あしすと阪急阪神）
6日 en+jointクラブ：インターンシップ合同ガイダンス

　　　　　　　　 （発達障害学生向けサービス）
8日 土曜開所日：おつかれさま会

25日 事業所見学会（高槻）
（山田　記）

萩の杜家族会 掲示板

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
7日 ハンドメイド１dayショップバザー参加（生きがい工房）

11日 イオンイエローレシートキャンペーン参加
22日 カトリック高槻教会にて花販売
23日 安全対策委員会
26日 サークル萩（手作り品の作成と情報交換）
27日 Ｄグループ懇親会

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 イオンイエローレシートキャンペーン参加
24日 サークル萩（手作り品の作成と情報交換）
25日 Ｂグループ懇親会
27日 カトリック高槻教会にて花販売

定例会
 ・施設からの報告（勝部施設長）
 ・安全対策委員会報告（山根副施設長）
 ・傷害保険加入促進
 ・資金、広報、会計、事務局各グループからの報告

8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 イオンイエローレシートキャンペーン参加
25日 安全対策委員会
29日 Aグループ懇親会

（飯塚　記）
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ジョブサイトひむろ家族会 掲示板

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 第1回役員会（カフェBe）

　・今年度家族会行事計画について
　・平野地域生活支援部長より　
　　グループホーム建設、ジョブサイトひむろ移設、医療的ケアについて
　・ジョブサイトひむろ森田施設長様より　
　　マイクロバスコース変更他について

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
16日 第1回定例会（現代劇場206号　会員42名出席）

　議題１　後見人の必要性について　会長より
　議題２　法人現状報告　中村理事長より
　議題３　ジョブサイトひむろ報告　森田施設長様より
　議題４　平野地域生活支援部長報告
　その他　松上常務理事より制度変更の説明
　　　　　沖本副理事長よりグループホーム建設について
　　　　　第1回北摂杉の子会研修セミナー開催の案内
　　　　　会計より家族会会費納付確認書配布
　　　　　総会記念写真配布

23日 第2回5家族会会長懇談会（法人本部　豊澤会長出席）
広報委員会　機関誌58号発送（事務局役員）

28～29日 第1回　北摂杉の子会研修セミナー
（生涯学習センター多目的ホール　会員有志出席）

8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
6日 第2回役員会（カフェBe）

　・家族会会費について　　・ふれあいバザーについて
　・第2回定例会について

20日 後援会役員会（法人本部　豊澤会長、新田様出席）
（宮階　記）

ジョブサイトよど&ジョブジョイントおおさか家族会 掲示板

6月 行　　　　　　事
2日 役員会開催 100円喫茶実施

12日 オアシスサロンにて100円喫茶実施
13日 十三市参加
18日 よどのコロッケ店にて十三市せんべい販売
20日 大阪府発達障がい団体ネットワーク会参加

（会長、役員）
23日 勉強会（オアシス共催：17名参加）

100円喫茶実施
講師：北摂杉の子会常務理事松上利男先生

先生のこれまでの今昔を通して福祉のあり
方を詳しくお話ししていただいた。

7月 行　　　　　　事
1日 アクトおおさか主催　ペアレントメンター事業

事前講演会参加（会長・役員）
4日 オアシス座談会 100円喫茶実施
7日 オアシス役員会にて100円喫茶実施

午後から役員会開催 100円喫茶実施
14日 オアシスサロンにて100円喫茶実施
16日 よどのコロッケ店にて十三市せんべいを販売

23日 5家族会会長懇親会に参加（会長）
28日 第１回北摂杉の子会研修セミナー参加

（会長、役員4人）
29日 第１回北摂杉の子会研修セミナー参加

（会長、副会長、役員2名）

8月 行　　　　　　事
1日 定例会（20名参加）田端施設長

100円喫茶実施
勉強会：淀川警察署生活安全課の方をお招きし

て、スマホなど I Tによる予防策を話
していただいた。

4日 役員会開催 100円喫茶実施
5日 企業授産ラスティングにご挨拶（会長）
７日 オアシス役員会にて100円喫茶実施

20日 北摂杉の子会後援会役員会出席（会長）
24～
25日

アクトおおさか委託事業
ペアレントメンター研修会に参加（会長・役員）

27日 理事長と語ろう会をこがんこ十三東店にて実施
（12名参加）

28日 オアシスサロンにて100円喫茶実施
（福田　記）
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ぷれいすBe家族会 掲示板

6月 行　　　　　　事
9日 参観＆ランチ（第一回）。担当　林役員、

参加者：8名
コーラスグループ「コールつばさ」
練習会（今城塚公民館）

12日 役員会（ぷれいすBe会議室）
（出席者：施設長を含め10名）
審議報告事項
 ・参観＆ランチ用の書類作りと第一回の報告
 ・「サービス等利用計画」勉強会の企画と準備
 ・「グループホームみるみれ」見学の企画と準備
 ・会計監査の交代
  （斉藤勇さんの退会に伴う措置）→宮本三郎さんへ
 ・休会に関する内規の修正

19日 コーラスグループ「コールつばさ」
練習会（今城塚公民館）

27日 サービス等利用計画に関する勉強会
（ぷれいすBeショートステイ内）
13時から14時　担当　大門・田中役員、
参加者：15名

「あんだんて」職員の掛川ちひろさんのお話の後、
渡邊直美主任を中心に質疑応答

7月 行　　　　　　事
4日 「グループホームみるみれ」

（時創福祉会）の役員会メンバーによる見学
10時半から12時。
担当　鶴野役員、参加者：施設長を含め5名

7日 コーラスグループ「コールつばさ」
練習会（今城塚公民館）

10日 役員会（ぷれいすBe会議室）
（出席者：施設長•副施設長を含めて10名）
審議報告事項
 ・「休会に関する内規」の確定
 ・行事の報告（勉強会[6／27]、施設見学下見

[7/4]）
 ・父親の会の企画と案内文の作成
 ・「Beどうし」の原稿確認
 ・「コールつばさ」の活動支援
 ・本年度4～7月までの「ヒヤリハット」事例

について、「ぷれいすBeリスク安全委員会」
の木戸副施設長より、詳細な報告を受ける

16日 参観＆ランチ（第二回）。
担当　西山役員、参加者：8名

17日 コーラスグループ「コールつばさ」
練習会（今城塚公民館）

24日 北摂杉の子会家族会•会長懇談会（出席者：厚東）

8月 行　　　　　　事
7日 役員会（ぷれいすBe役員会）

（出席者：施設長を含む10名）
審議報告事項
 ・行事の報告（第二回参観＆ランチ）
 ・定例会の準備日程
 ・「ヒヤリハット」報告の家族会としての取り扱い
（例えば定例会を利用する等）

18日 コーラスグループ「コールつばさ」
練習会（富田公民館）

20日 北摂杉の子会後援会臨時役員会（出席者：厚東）
25日 コーラスグループ「コールつばさ」

練習会（今城塚公民館）
30日 父親の会（第6回）、カフェBe。

参加者：15名（副施設長を含む）
前家族会会長の本城征治郎氏を囲んで、ぷれい
すBe家族会を立ち上げる際の事情やご苦労につ
いて、詳しい話をうかがった。

（厚東　記）

定例会
淀川警察署生活安全課の方を招いて勉強会

ペアレントメンター事業
小倉先生と一緒に
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自閉症スペクトラム児・者を支援する親の会 オアシス 掲示板

北摂杉の子会 後援会 掲示板

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
2日 オアシス役員会

12日 オアシスサロン開催
20日 大阪府発達障害者団体ネットワーク会会合 会長・副会長出席
23日 松上利男先生勉強会　JSよど家族会＆JJおおさか家族会共催  

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
１日 ペアレントメンター事前研修参加  役員・会員
2日 ホットメールなにわ会合  会長・副会長・相談役出席
4日 谷岡先生を囲んでの座談会

14日 オアシスサロン開催

8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
5日 親子交流会サンキャッチャー作りとパステル画
7日 役員会

17日 調理実習
19日 オアシスサロン開催

24～25日 ペアレントメンター養成講座  役員出席
（村井　記）

　本会の活動に対して萩の杜、ジョブサイトひむろ、ジョブサイトよど&ジョブジョイントおおさか家族会、ぷれいすBe
の家族会の皆様を含めて多くの方 に々ご支援をいただき、誠にありがとうございます。
　今後ともより一層のご協力をよろしくお願い申し上げます。

＜会員数の推移＞
6月	 個人会員：503名、団体会員：22団体　合計：525名／団体　寄付：1件
7月	 個人会員：510名、団体会員：22団体　合計：532名／団体　寄付：なし
8月	 個人会員：509名、団体会員：22団体　合計：531名／団体　寄付：2件

（8月末までの新規会員）
	 個人会員：  34名、団体会員：  1団体　合計： 35名／団体

＜報告事項＞
1）今年度の8月末までに11件、121,000円の寄付、984,000円の会費、合わせて1,105,000円の資金を頂きました。
	 ご協力ありがとうございます。
2）8月20日（木）に臨時役員会を開催
 ・2014年4月～2014年7月までの経過報告
　①個人会員：510名、団体会員：22団体、　②寄付：9件、　③資金：約102万円
　（会費納入率は個人：46％、団体：41％）
 ・下期の後援会への入会及び会費納入依頼について協議
 ・法人HP中の後援会の部分の改訂を協議

（棚山　記）
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□ 法人へのご寄附に感謝いたします。（平成26年6月1日～平成26年8月31日）
髙木秀明　谷口和久　河端良一　棚山薫晴　本射三重子　根岸修史　梶井英二　日髙茂實
株式会社ファンケル　ファンケルグループもっと何かできるはず基金

□ 後援会入会と会費納入（平成26年4月28日～平成26年8月29日）
上里浩子　上里将史　池下貞子　井桁友紀枝　石田泰二　井上誠子　井上嘉子　今中貴子　今村一二三
今村圭子　今村誠吾　今村聡之　今村暢也　梅本順子　垣端敏栄　垣本寿也子　甲木和子　甲木　翠
北畑正和　木谷政之　窪田冨佐子　久保田幸子　黒澤桂子　小林善浩　斎藤閏子　坂井恵美子　坂田大作
佐竹公也　沢田幸子　澤田博美　沢田良造　塩田裕正　塩田好子　白倉俊雄　新谷　敦　鈴木孝雄
副島雄彦　高島鴻志　高島美津子　田口敦夫　田口和人　田口容子　田寺文子　田寺雅幸　田中道代
田中由紀子　棚山勝行　谷村剛史　丹藤舞香　丹藤優香　中井淑子　中川まどか　中西君枝　中村悦子
中村豪史　中村節史　中村哲史　野口健司　長谷川ひろみ  久常和子　久常進治　福田節子　冨宅由美子
藤岡紀子　藤岡　宏　藤下智子　降幡　聡　本荘真理　前田浩子　増田桂子　松上文子　溝江キチヨ
宮地和子　森田和成　森田俊博　森田豊子　森田　弘　森田靖紀　八木一郎　山口重雄　山下隆司
山下寛子　吉川登久美　共和運輸 株式会社　株式会社 東テスティパル　株式会社 二井清治建築研究所

□ 後援会への寄付（平成26年6月1日～平成26年8月31日）
林　秀郎　中川まどか　匿名様

□ 家族会へのご寄附に感謝いたします。（平成26年6月1日～平成26年8月31日）
出口幸平　田口容子　植松芳哲

□ 物品のご提供に感謝いたします。（平成26年6月1日～平成26年8月31日）
田口道代　高相陽子　毛利庄代　宮川光子　黒瀬美和子　小原美枝子　鶴谷久子　篠崎清子　福原きよ子
金森　東田稔子　岡田公子　南野　藤岡紀子　不二園芸

□ ボランティアに感謝いたします。（平成26年6月1日～平成26年8月31日）
坂井恵美子　佐々木映世

（敬称略　順不同）

（注）任意団体である後援会の領収書では確定申告の際に寄付金控除を受けることは出来ませんので、
寄付金控除の出来る領収書をご希望の方は法人の下記口座にお振込み願います。

銀行名：三菱東京UFJ銀行 支店名 高槻支店　口座名：社会福祉法人北摂杉の子会 理事 中村節史
口座番号：5085555

社会福祉法人「北摂杉の子会」後援会の趣旨に賛同され、ご支援して
下さる方々の寄付及び後援会への入会をお願い申し上げます。寄付金
と後援会費は法人を支援するための資金とさせていただきます。
お振込みは右記口座まで。もしくは同封の振込用紙をご利用ください。
皆様のご支援とご協力をよろしくお願い致します。

寄付と後援会入会のお願い
記

１．寄付金（注） 
２．個人会員 年間－口 2,000円
３．団体会員 年間－口 10,000円

郵便振込口座北摂杉の子会
00920-8-90859
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□ 社会福祉法人北摂杉の子会 法人本部事務所
	 〒569-0071 高槻市城北町1丁目6-8	奥野ビル203
	 TEL	（072）662-8133		FAX	（072）662-8155
	 ［E-mail］	info@suginokokai.com
	 ［URL］	http://www.suginokokai.com

□ 知的障害者生活施設 萩の杜 （施設入所支援・生活介護）
	 〒569-1054 高槻市大字萩谷14番地1
	 TEL	（072）699-0099　FAX	（072）699-0130
		［E-mail］	haginomori@suginokokai.com

□ 萩の杜ショートステイセンター ぶれす
 （短期入所・日中一時支援）
	 〒569-1054 高槻市大字萩谷14番地1
	 TEL	（072）699-0844　FAX	（072）699-0130
		［E-mail］	breath@suginokokai.com

□ グループホーム とんだ （共同生活援助）
	 〒569-0814 高槻市富田町5-13-14	101号室

□ グループホーム みやた （共同生活援助）
	 〒569-1142 高槻市宮田町3-4-1	105号室

□ レジデンスなさはら （共同生活援助）
	 〒569-1041 高槻市奈佐原3丁目15番1号

□ ジョブサイトひむろ
 （生活介護・就労継続支援B型）
	 〒569-1141 高槻市氷室町1丁目14-27
	 TEL	（072）697-2234　FAX	（072）697-2222
	 ［E-mail］	himuro@suginokokai.com

□ 高槻地域生活総合支援センター ぷれいすBe
 （生活介護・就労継続支援Ｂ型・短期入所・日中一時支援）
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL	（072）681-4700　FAX	（072）681-4900
	 ［E-mail］	placebe@suginokokai.com
	 〈短期入所〉	TEL	（072）681-4720

■ 生活支援センター あんだんて
 （指定特定相談支援・指定一般相談支援事業）
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL	（072）681-4755　FAX	（072）681-4900
	 ［E-mail］	andante@suginokokai.com

■ 大阪府発達障がい者支援センター アクトおおさか
 （発達障害者支援センター事業）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL	（06）6100-3003　FAX	（06）6100-3004
	 ［E-mail］	act-osaka@suginokokai.com
	 ［URL］	http://homepage3.nifty.com/actosaka/

□ 研修相談支援室・PASSO
 （法人独自の公益事業〈検査・相談・研修・本人支援・講師派遣〉）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL&FAX	（06）4862-5454
	 ［E-mail］	o-center@suginokokai.com
	 ［URL］	http://oasc.jp

□ 児童デイサービスセンター an 
 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL	（06）6838-8990　FAX	（06）6838-7015
	 ［E-mail］	an@suginokokai.com	
	 ［URL］	http://oasc.jp

□ 自閉症療育センター will 
 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒569-0077 高槻市野見町3-14	第2高谷ビル2F
	 TEL	（072）662-0100　FAX	（072）662-0056
		［E-mail］	will@suginokokai.com

■ こども相談支援センター wish
 （指定特定相談支援・指定障害児相談支援事業）
	 〒569-0077	高槻市野見町3-14	第2高谷ビル2F
	 TEL	（072）605-1140　FAX	（072）662-0056
	 ［E-mail］	wish@suginokokai.com

□ 自閉症療育センター Link
 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒573-0032 枚方市岡東町24-10	アイエス枚方ビル3F
	 TEL	（072）841-2411　FAX	（072）841-2412
	 ［E-mail］	link@suginokokai.com

□ ジョブサイトよど （生活介護・就労継続支援B型）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL	（06）6838-7007　FAX	（06）6838-7015
	 ［E-mail］	yodo@suginokokai.com

□ ジョブジョイントおおさか
 （自立訓練〈生活訓練〉・就労移行支援）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL	（06）6100-0150　FAX	（06）6309-3007
	 ［E-mail］	jj@suginokokai.com

□ ジョブジョイントおおさか たかつきブランチ
 （自立訓練〈生活訓練〉・就労移行支援）
	 〒569-0072 高槻市京口町9番3号	関西産業ビル4F
	 TEL	（072）668-1123　FAX	（072）668-1165
	 ［E-mail］	jj@suginokokai.com

※■は行政よりの委託事業

施設住所一覧
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